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薬剤を樹木に吸収させて病虫害を防除しようとし、う考えは，すでに 100 年以上も fìîjから多くの研究者に

よって試験検討されてきた士そしてそのうちいくつかのものは，ある範問内て、は効果が認められ，実用に

も供せられたようである引。

キクイムシ類の駆除にもこの方法は応HJ され，米国において 1930 年ごろ，硫股if.íJ CuSo，・ 5H20 や庖

イヒ ifñ鉛 ZnC12 等がこの目的のために使用され. Dendroclonus 例onlicolae HOPK. の駆除にカ為なりの効果

をあげ，木材の防腐にも役だったといわれる~

一方 1949 年ごろからスエーデンで， ヤツバキクイ Ips lypograPhus L.を主としたキクイムシ類の

防除にこの方法の再検対が{-rわれ. 1951 年になって珪弗化RF.鉛剤 ZnSiF6 ・ 6H20 の顕著な効果が確認さ

れるにいたったIiJ 0 これは現在もス Lーデンで，ヤヅバキクイの防除に広く笑際に適用されている 3ヘ

米国で仔われた方法が，被害立木に寄生するキクイムシ領の直接殺虫を目的としていたのに対L. この

桂弗化亜鉛斉IJによる方法は餌木誘設的駆除法である》すなわら，本法は餌木とする立木に薬剤を塗布して

その成分を樹体内に吸収せしめ， これに誘致されたキクイムシ類を. ~J皮等の処玉虫を行わずに絶滅しよう

とし、うのである したがって，前者が被害木の伐倒，剥度，焼却にかわるべき方法であるのに対し，後者

は従米の餌木法の改良を，意図したものといえようご

このように似た方法が異なった意闘のもとに適用された原因は，餌木そのものの効果iこ対する欧州と氷

国間の全く異なった見解によるものと考えられるーすなわち，欧州では餌木の使用が現在もなお踏んに行

われているのに対し，米国ではこれの効果が疑問視され，最近ではほとんど実用に供されていなし、。これ

は 1 ， Iij者問の森林の成立. tfff種，林形あるいは加害虫の種類等に，恨本的な差があるためとみられる。

本邦でも，かつてアカマツ磁のキクイムシの駆除に餌木法が適用されたことがあるつ しかし. 1949 年

来朝した米国の R. L. FURNISS の勧告にもとづき，それ以後全面的に本法の使用を停止ーしている~

北海道では 1954 年の大風雪後，エグマヅ， トドマツに寄生するキクイムシ類の大増殖が予測されたっ

このため繁殖の絶好の場となる風倒木を，極力林外;こ搬出することに努める一方，これら害虫の繁殖を防

止するために，風倒木に対する BHC 斉Ijの航空散布および地上散布が大々的に実施された。このような総

力をあげての防除にもかかわらず. 1956 年末にはついに各地のエグマ γ ， トドマヅの残存林分にキクイ

ムシ類による被害が発生しはじめ. 1957 年末までに累計約 750 万石に達する被害が続発している。

(1) 北海道支場保護部長・農学博士 (2) 北海道支場昆虫研究室員
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本道の森林は，その成立や林形においてどちらかというと米悶に凱似し，加害虫において欧1'1'1 と類似し

ている傾向がある。したがって上述のごとき事態に際して，キクイムシ類による立木被告の積断的な防除

法のーっとして，一方で、は餌木利用の再検討を実施するとともに，他方では桂弗化E五鉛剤による餌木誘殺

に関する試験を行った。このうち後者について一応のl試験結果を得たので， ここに発表する次第である。

本試験は林野庁の御支援により，札幌，旭川阿営林1，げl'J吋で実砲された。ここに直接， n目安御援助をい

ただいたこれら関係各位に刈し. }事く御礼申し上げるまた実際の試験調査に助力してJ\'札、た~{i)1 究室平

佐忠雄，小泉 力，高井E利各技官に深く感謝の主主を炎する

E 薬剤の性状

本剤は Osrnosil-K または Osrnose-Flurals i1-K という商「品名で l乎ばれているご デンマーク，コペシ

、ーゲン市 Hanias 会社の製品で、ある。

経弗化亜鉛 ZnSiF，・ 6H，O を主成分とし， これにある種の初休 (Carrier) を加えて立木に塗布しや

すくしてある 販売されているのは粉末の形であって， iiSi皮の水を加え糊状にして用いている。

桂弗イヒ亜鉛は白色結品または結Jffr'[会粉末で，水に易溶性である。この薬が位I休に吸収され上31ーしている

かどうかは，次のような弗化物の呈色反応を利用して検11\ずることができるごl

定性検出法 1. 

硝酸ジ、ルゴニウム Zr(NO，)，・ 51IzO 0.05g を水 50 cc に i"f~かし，さらにこれに漠塩酸 HCl 10 cc を

加える。 別にアリザリンスルホシ酸ソーダ(アリザリンレ Y ド S) C J.l H ,02(OH)2 S03NaH200.05g を

50 cc の水に溶かし. 2 液を混合して試薬〔赤紫色〉とし被検休に塗布する。

弗化物が存在すれば赤紫色は即時黄色~燈寅色に呈色する

定性検出法 2. 

オキシ塩化ジルコニユウム ZrOCl ・ 8H20 8.4g を水 11 に溶かす。別にアリザリンスルホン酸ソー〆

5g を濃塩酸 100 cc に溶かし . 7kを加えて 1 1 とする。向者を 1 2 の割合で混合し， 前者同様;こ塗布

して検出する。

同法とも紅色の液が3it変するのであるが，実際にはなかなか、1'1]完Jしにくい点がある 一応じん皮部に主主

布して検出に用いたが成長継で辺材部をとり出し，これに塗布した方が判定はしやすいようである。

なお，本剤の原容1 は本手líでも生百:でき，すで、に一部試験拠11JIが川されており，本試験にも参考として用

いている c

Irr 試験箇所

試験は 1956. 1957 同年度にわたって次の 3 カ所で、行った このうち 1956 "'v度は布II~. 臣、庭において，

1957 年度は門雲峡で実施している

1. 神楽試験地

旭川営林んj千111楽営林署!雨紛経営区 36 :f本耳Irのエヅマツ・トドマツ突然生林内 c 1954 1" 1三 9 月の大風害跡地

の残存林分で，ノj、群状に立木がまばらに伐存しており，他は一面の風倒f告となっている風倒木はまだ一

部林地に残されたままとなっており， これには BHC 乳剤の散布が実施されていた。 北東向きの傾斜地

(約 15') で林床はササにおおわれておりヤ Y パキクイ， トドマ Y キグイの生J目、核)立が比較く的高いとみら
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れる地域である

2. 恵庭試験地

札幌営林局店、庭営林怒千二ぞ経営区 84 林班のエヅマツ・トドマヅ突然生林内。同様に風害をうけた地域

であるが，試験地付近l土点状もしくは小群状の風倒地が点在するだけで，残存林分のうつ閉は筏に保たれ

ている}平坦な地で下草も少ない 試験木はこれら密な林分内から7豆ばれたため，神楽とちがし、かなりの

被蔭ドで供試されたρ ヤワバキクイ， トドマ γ キクイの生息密度は神楽と比べると，かなり依し、状態にあ

った。

3. 層雲峡試験地

旭川営林局上) 11営林r百円雲1Jtl(経営区 95 林班のェ、/マツ・トドマ Yうで然生林内勺 1954 年 5 月と 9 月の Ji可

瓜宮により，ほとんと。民滅的な被告をうけた地域である心 平坦な地で， 1956 年伐存林分の林紋に沿って

集卜11状に立木虫容が発生し，特にヤツバキクイによるエヅマヅの被害がL、ちじるしかった行しかし，寄生

密度の過密化と実敵の努力の増大あるいは天候の影響などにより，繁殖は泊、なり抑制されていたο 試験木

は立木虫害発生点に妓近した林縁木，および風倒地内の残存孤立木の rl功、ら選定され，日射の比較的よく

当る;場所で供試された

W 試験方法

まず薬剤の使用方法から述べると，次のとおりである。

(1) 剥皮

餌木とする立木の地上約 0.5 m のところを， 5~10 cm 胴にリング状に剥度する この際当研究室で試

作した皮切機と剥皮器を用いると，場所にもよるが能率的である (Fig. 1)0 

(2) 薬剤の治布

[1'(伐の大小にもよるが，本剤 50~100 g に少量の水を1JI1えて糊状にしたものを， SfrU皮回に均等に塗布

する (Fig. 2) 

(3) ピニールの被複

制l皮幅よりやや広い，~}，色ピニールでその上をおおい，上下を釘でとめておく (Fig. 3) ご

以上の方法により処却を終った立木は，その後前記試薬iこより薬剤の上JI を調べ，約 1 週間後に地際よ

り伐仔1]した。伐倒11~j-:JtJlは薬剤が樹J}1t~日まで達すればいつでも L 、 L 、わけであるが，本試験ではlìÍI訟が附'l:ll だ

ったため， 一応安全とみられる 1 Ji.'，j間後を選んだ c ただし 1956 年には-ÎJI5 ， 1957 年には約半数のもの

を立木のままで供試しているご 試験木の供試年月日， 処J'ij!方法等は一括して TabJe 1 に示しておいた

が， 1956 年度iこは主として月別(季節j別〕による薬剤の凶休内への段収上昇状態およびその効果と， 5MJ 

皮陪や薬量等処理方法の決定を円的として試験を行ったコなお，剥皮幅や薬量はスエーデシの実験例6)を

参考にして決定したコまた 1957 年度には前年度の試験計果を参考に，成績の忠カミった大i至木に対する処

理方法の検討と，いったん穿入後脱出する成虫の生死の確認を中Jじにして試験を実施した。このうち後者

については伐倒した試験木て、は約 0.6X 1. 2 (削りの大きさの落下虫の受布を供試木 l 本あたり 2~4 カ

所，立木では約1. 8 x 1. 8(mりのものを恨本に設置して (Fig. 4 , 5) 調査を行った3
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Table 1. ;::町験木一覧表
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Table 1. (つづき〉
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Table 2. 

|備考
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Tab!e 7. トドマツキクイ〔トドマツ j に対する

Results of th巴 tests against Polygraρhus 
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1 )謂査年月日

1956 年 5 ， 6 月・ー・成績調査 1956 年 9 月 18~21 日神楽試験地:供試木設置

(5 月供試木中一部は中間調査のため 7 月 7~9 日〕

1956 年 7 ， 8 月.. • .1956 年 10 月 19~24 日

1956 年 9 ， 10 月" . .1957 年 9 月 11~14 日
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1956 年 5~8 月.. • .1956 年 10 月 10~15 日恵庭試験地:

7 月.. • .1957 年 10 月 16~22 日1957 年 5 ，層雲峡試験地:

法査2) 謂

以下f骨端部まで 2m おきに l 間憾のリング試験木のf制度部より 1~2 m , 4~5 例 ， 7~8m ， ....と，

この部分を.!MJ皮して穿入虫の母孔形成と生死状態，および仔虫の繁殖状1~等を調査し

これは校の中間部を 30 cm 幅に同様に~11 史して行た (Fig. 6)。なお一部技条についても調査をしたが，

状に調査区を設定，

った。
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3) 結果

エゾマツに関する試験結果を Table 2~4 に， トドマツの分を Table 5~7 に示した。 両者とも神

楽， ÆE(庭，府雲峡と試験地ごとに区分し， 供試月別に胸高[ú径のノj、なるものから II~jに示してある。 ただ

し，国産の試製品および問雲峡における伐倒，立木丙処理聞は区分して示しである。エヅマ Yではヤツバ

キクイ (Ips typogγaPhus L. f. japonicus NIIJIMA) , トドマツではトドマヅキクイ (Polygraρhus

prox!仰us BLANDFORD) が被害の主因をなし寄生の大部分を占めている関係上，これら 2 種について検討

を行し、他は参考程度に示しておいた。

母孔の形成状態中木繁殖とは不完全繁殖の略称であって，成虫が穿人後交尾室だけ，もしくは母孔の一

部を形成しながら産卵せずに終っているもの(表中，不繁殖無仔孔のもの) , および一部産卵が行われた

が，前化幼虫が死誠したため仔孔が発達していないもの(表中，不繁殖有仔孔のもの)等をきしている c

すなわち，これらは繁殖が阻止されたもので，一応薬剤lの効果が認められるものである (Fig. 7~10)。こ

れに対し繁殖とは，仔孔の一部もしくは大部分が完成されており，仔虫の発育が完了されているものをさ

している。したがって，仔虫が羽化を終っているのを原則とするが，調査時期の関係でー1'íI1幼虫態のまま

のみであったものもこの中に含めた。これら仔虫の発育段階は生存虫数の側を参照されたい。上記不繁殖，

繁殖阿母孔数の和すなわち全母孔数で不繁殖母孔数を割った{直を百分率で示したのが不繁殖率である n
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Table 9. 姥死落下虫数の調査

試験地:層雲車;提 供試年月日: 1957 , V-22 調査年月日: 1957 , ¥1[-26 
Mortality of the beetles from the bark of th巴 trees tested (at Sôunky凸)
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291 
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注: 1)* 風倒地内の残存孔に立木を供試したため，風の影響を強く受けたとみられ，落下虫数が
少ないご

2) Ip=I�s ty�ogra�hus L. f. ja�onicus Po=Polygra�hus spp. Pp=Polygraphus 

proximus Te = Tetγopium castaneum(エゾマツカミキリ) Ac = Acanthocinus gγiseus 

(スジマダラモモプトカミキリ) Pi = Pissodes ce肌brae( トドマヅキボシゾウ) Cry= 

Cry ptorrhynchidius sp. Th = Thanasi問us substriatus (ムネアカアリモドキカツコ
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穿人成虫の~死数は，~剤の影判，jtだけでなく，産卵完了による自然的な死亡虫も含まれているとみられ

る。このことはjrr~処理木と比較すれば，かんたんに理解しうるであろう。

生存虫数中 OA は穿人成虫をさしており，これらは後食状態で生存しているものが多かったー数を芯入

してなしたんに生存の記号(+もしくは土〉で1しであるものは，羽化新成虫と区別が困難であった

ことによる。 NA は仔虫の羽化した新成虫， P は焔， U土幼虫をさすが，これらは樹皮内に生存繁殖して

いるものもあったりして厳密な数の算定がむずかしかったため， +多い，土少ない等の記号で示した。

脱出孔のあるものは，その数を算定しておいた。

なお試験木の欄iこは，試験木 (NO)，胸高直径 (Dcm)，樹高 (Hm)，剥皮巾 (Wcm)，薬量 (Vg) 等

を記入しておいたー

次に枝条については，神楽試験地の 5 月供試分のみについて一部調査をしたので，これを Table 8 に，

また層雲峡試験地て、実施した受布への落下虫数の調査結果を Table 9 に示しておいたc
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\1 考察

まず不繁組ヰf，すなわち穿人li立虫が繁殖したか否かの点を巾心にして，供試月別，処理方法別，枝条に

対する効果等の検討を行い，ついでこれに穿入成虫の鰭死数，生存仔虫数. IJHJJJ孔数等の険討を加えて，

実際上の駆除効果等について以下考察してみる。なお，供式木によりそれぞれ条f'!二が速い，主主人虫数や母

孔数にもかなりの2さがあるので，厳密な比較検討はなし得なカ iったっ

1 )供試月別にみた結果

Fig. 11 月別にみた供J式木の不繁殖ネ

Results of th巴 tests by months 

5kij皮 rfJ.茶室等の処理方法あるいは

胸高直径等試験木の状態等を一応考慮

外において検討する

Fig. 11 は不繁殖ネのみを各月別に

|渇示したものである(穿入虫の非常に

少なかった忠庭におけるエヅマツ供試

木の-，';15 と国政!日の供試木を除く〕っこ

れから明らかなご土く，事[1楽において

はエゾマツでは 7 月の分が他に比べい

くぶん氾旬、だけで今れはど差がなし、の

に対し， トドマツでは 6~8 月の分に

成績のjE{し、ものが若干多く 11: ている J

しヵ、し出庭，同雲l吹ではこのような差

がみられない(もっとも恕庭はトドマ

ヅのみでエゾマツは比肢ができない

し，阿雲映は 5. 7 月斗しか焚験を行

っていないカ-;)。前述した試来、よよる薬

剤lの上川高の検li\*/f呆ーによれば，識別

の点でti\J頂部の万は確計が困対fて、あっ

たが Tab!e 1 に示したごとく，薬剤jの倒休内へのl吸収 rJ[ は一応いずれのI時期においても認められ，はぼ

同様の値を示している 薬剤は迷うがこのようなことは他でも I認められており，冬期間の一部を除けば，

その速度にì1Y速はあるがし、ずれの季節jでも附体内へのl吸収上丹は行われるとしづ2)。 したがって，上司の

ごとき差が生じたのは，少なくとも薬剤の吸収が時期的に行われなかったためによるものではないといえ

よう。むしろ他の原因，たとえば供試木自体の条件とか処浬方法あるいは設置場所とかの影響を大きくう

けているとみた方が妥当のようである

しかしながら，これら諸因子は時期的に統一されていなし、。このため，この原因の解析に困難である。

ただ考えられしうることは，被蔭の影響ーであると神楽や層雲I~における訓査によると伐倒木では下側面，立

木では北東面の日射を直接うけない部分，あるいは他樹の被蔭下におかれた試験木が成震が豆く穿入虫の

繁殖が行われていた傾向がある (Fig. 12)ごしかし，その理由は解析し得なかった。

次に神楽の 9. 10 月実方面分は薬剤塗布後一冬経て翌春はじめて寄生を見たわけであるが，他と同様の
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Tabl巴 10. 処理方法別にみた結果 1 (仰楽試験地， 5~8 月供試木)

Results of the tests by various treatments 1 (at Kagura) 
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Table 11. 処却方法別にみた結果 J[ (;む庭I試験地， トドマヅのみ)

Results of th巴 tests by various treatments J[ (on the only Todo-fir; at Eniwa) 
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) Shows the sample plots attacked slightly by the bark b巴etle.
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成績を示し，なんら効果上の差はみられない。

なお，各月とも胸高直径が大きいものは成樹がJillい傾向がある η このことについては次の項で検討するコ

2) 処理方法別にみた結果

ここにおいても諸条何二が各供試木について一定でないので厳密な解析はなし得ないが，まず 1956 年度

の試験結果から剥U皮隅や薬量と不繁殖率との関係を示すと Table 10.11 のとおりでゐる「ただし，神楽

の 9. 10 月実地分は他とかなり条件が異なるので，ここでは省いておいたー忠庭は前項と同機トドマヅ

のみしか検討できない。

これらの表を見ればわかるように， 各区別の供i武本数が少ない関係もあって一定の傾向をつかみにく

い。この点エヅマヅはトドマヲに比べ比絞的はっきりした結果が出ている。すなわち，剥皮rp高 5cm にお

いては，直径 26 cm まで一応完全に繁殖を防止しているが， それ以上の胸高直径のものでは一部繁殖を

みてし必。特に 38 cm 以上になると薬剤を塗布した恨元の付近を除いて木繁殖率がし、ちじるしく低下し

似てし、る。

トドマ Yになると成績も劣りかなり複雑な結果となっているが，多少の例外を除き不繁殖率約 75% 以

上を基準に検討すると，おおよそ次のことがし、えよう。すなわち， 胸高直径約 24 c仰くらいまでは一応

よい結果を示しているものが多いが，それ以上になると成績はかなり J尽くなっている。

以 hのことから，胸高直径約 25 c附くらいまでの小作木においては. jfrU皮隅， ユ~量等の多少の廷にか

かわらず相当よい結果は得られるが，それ以上の大任木ではこの試験においてはあまりよい結果が得られ

ていない。

これらの試験成績より，翌 1957 年度の層雲峡における試験では大径木に対する処理方法を検討するた

め，象U皮隔や薬量を増大して試験を行っている (Table 1)。すなわち， エヅマヅでは胸高直径約 35 cm 

くらいのものには剥皮隔を 12.5 cm あるいは 15 cm にし，薬量は 125 g. 胸高直径 45 cm くらいのも

のにはさらに剥皮幅を広げ 15 cm あるいは 17.5 cm. 薬量は 150g 使用している c それにもかかわら

ず，これら大径木ではやはり成績が忠〈いものがあり，期待されるほど効果をあげていないさトドマツも供

試本数が少なかったが，ほぼ同僚の結果を示している (Table 4.7 および Fig. 11) 、この原因がなお薬

量等の不足によるものであるのか，あるいは木自体の生理的条件に基くものであるのかはっきりしないミ

ただ小径木でも成績があまりよくないものもみられるので.*自体の条件がかなり影響しているものと考

えられるの

次に伐倒処理をしたものと，立木のまま放置しておいたものとの聞には特に効果上の差はみられないコ

しかし，穿人虫数は立木の場合，伐倒したものより少ない傾向があり，したがって伐倒した方が誘致虫数

は増しうるようである。なお，層雲峡におけるトドマヅ対照木(立木のまま〕は，根元を剥l皮しておいた

にもかかわらず全〈寄生をみなかったが，この理由は不明である。

3) 枝条に対する効果

校条については. Table 8 に示したようにわずかな調査例しかなし、。 しかも， これらは最も良い結果

を示した試験木から抽出されている。そのため，この結果が直ちに全部に適用されがたい。ただ，樹幹で

良好な結果を示しているものは，枝条においてもかなりの効果をあげていることがわかった=

4 )国産品の結果

先に述べたように，試験開始後国産品が試製されたので，途中で参考のために一部供試している。すな
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わち，神楽において 6 月にエヅマヅ・トドマツ各 1 本. 8 月に各 2 :本ずつ設置を行ったが，デンマーク製

の輸入品となんら効果には変りはないようであるつしかし，供試本数も少なかったので， これ以上の考察

はここではしがたし、。

5 )実際上の駆除効果

木j伎はキクイムシ~iの積極的な駆除を目的としており，その成虫を誘殺して生息密度を低下せしめるこ

とを主限としている。したがって，繁殖を防止したか否かとし、う不繁殖率の問題は第 2 次的な課題であっ

て，最も根本的な問題は，いかに多くの成虫を殺し得たかどうかということであるつ

これらの点からまず穿入成虫の樹皮下における努死数をみると，一部を除いて全般的に少なし特にエ

グマヅにおいていちじるしし、っこれを穿入虫数と比べてみると，ヤツパキクイでは大部分の調査区におい

てその 1 割以下となっており， トドマヅキクイでは多くて 5 割程度となっているさ

注〕 穿入虫数は母孔数より一応次のごとく推定しうる。穿入虫数=無仔子L数 X2+ (有仔孔数十繁殖母子し数) X 1.5 

ただし層雲峡における試験では穿入孔数も算定してあるのでこれと母孔数の和で求めた。

すなわち，ーたん穿入後脱出した成虫がかなりいるわけであるが，これらが外部に脱出して努死したの

か，それとも他に再寄生し繁殖したのか否かは 1956 年度には確認できなかったc

しかし. 1957 年度に行った落下虫数の調査によると.Tab!e 9 に示されているように供試約 2 カ月後，

各調査区に相当数の鍔死落下虫数を芯録している【これらの虫のほか，脱出後移動して受布外に落下した

もの，また烏などにきつ食されたり， 風に飛ばされたりしたものもかなりあったとみられる したがっ

て，落下虫数の穿入虫数に対する割合は求め得ないが，少なくとも供試木にーたん穿入働脱出した成虫の

なかで，他に再寄生し得たものはほとんどなかったとみてよいであろう。この点，成虫の誘殺効果は一応

達成されているものといえるョ

次に繁殖母孔における仔虫数を検討してみると，不繁殖率が高くても，すなわち繁殖母孔数が少なくて

も，かなりの仔虫の発生をみているものがある。さらに，根元の部分のみ繁殖を防止し得たが，樹幹上部

になるとその効果を示していないものも少なくない。これらは，他の部分における誘絞効果を減殺してし

まうおそれが多分にある。本主主は薬剤l塗布後餌木はそのまま放置されるのであるから，設置木における穿

入虫の繁殖を完全に防止.する必要がある。この点. 2 年間にわたって多数の試験を行ったにもかかわら

ず. 100% の効果をあげうる処理方法を見い出し得なかった。しかしかなりの犬径木を除けば，その繁殖

数もきわめて小さくおさえることができるし，立木のままいかなる時期に処理しでも効果には変りがない

ので，使用方法あるいは時期のいかんによっては相当の効果が期待できるのではなかろうかτ すなわち，

立木のまま使用しうるので，残存林分の環境をあまりかく苦Lすることなく餌木誘殺を行えるし，また時期

的な制約が比較的少ないので，防除事業の実行は非常にやりやすいコこのことはまた被害が慢性化したよ

うな場合，伐採予定木あるいは林分にあらかじめ本処理を行っておくことにより，伐木事業と併行して防

除を行いえて，キクイムシ類の生息水準をいちじるしく低下させることができる。なおこれらの点は，餌

木そのものの効果とも関連があるので，他であらためて詳細に検討することにしたし、

VlI摘要

エヅマツ・トドマツ寄生キクイムシ類による立木被害の積極的な防除法の 1 っとして，荏弗イヒ亜鉛剤jの

使用による餌木誘殺法に関する試験を行ったっすなわち，本法はこの薬剤を餌木とする立木に塗布，これ
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を樹体内にl吸収せしめて，誘致したキクイムシ凱を剥j支等の処理を行わずに路死せしめる駆除法である}

試験は神楽， Jill庭，府雲峡の 3 試験地において，エゾマツは加害の優占種たるヤツパキクイ， トドマヅは

同じくトドマ Y キクイを対象として， 1956, 1957 [， Iiî年度にわたって実施された なお諸条何二を統ーでき

なかったI>lH系と厳密な解析はなし得なかったが，効果の検討は穿入成虫が繁航したか否かを中心に，これ

に穿人!氏出の鰐死数，繁殖仔虫数， ill{:ll\孔数等を加えて行ったτ

1. 供試月別にみた結果

薬剤の払I体内への政収上昇ーは一応いずれの時期においても認められた。したがって，全般的にみて月ご

とにそれほど大きな効果の差が生じていない。ただ一部に若干差が IJj ているが，これは設置場所等他の条

件の影響を犬く交けたためとみられる。なお秋期に処恕した*は翠春の寄生に対しでも効果が認められて

し、る t

2. 処理方法別にみた結果

諸条件の相速により比較検討が困難であったが，一応次のようにいえる 胸高直径約 25 cm くらいま

での小径木においては，ヨヨj皮脂，薬量等の多少の差にかかわらずかなりの効果は符られたが，それ以上の

大径木では;~量等を相当増大したにもかかわらず，なお効果をあげ得なかったものがある。また処理木は

伐倒しても立木のまま放置しておいても効果には変りがない。

3. 枝条に対する効果

樹幹で良好な結果を示しているものは，校条においても同様の効果をあげているようである、

4. 実際上の駆除効果

誘致された虫のなかで，ーたん穿入後脱出しているものが相当数あったが，これらは外部でほとんど死

滅してしまったとみられ，この点誘殺効果は一応達成されているようである。しかし穿入虫の繁殖を完全

に防止し得なかった餌木もあり，これは薬畳等の問題よりむしろ本自体の生別的条件の影響を強くうけて

いるとみられるのなお，立木のままいかなる時期にも使J/lしうるので実際に適用する場合，かなり実行が

しやすいものと考えられる。
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Control of Bark Beetles by the Application of Zinc Fluosilicate 

Motonori INOUYE and Hiroaki Y AMAGUCHI 

(R駸um�) 

Experimental work with the introduction of chemicals into the sap stream of trees 

for the bark beet1e control was done more than twenty years ago by CRAIGHEAD and his 

associates in the United States. Results were not always successful under all conditions 

tested , but the m巴thod prov巴d to be very promising (CRAIGHEAD and St. GEORGE , 1938; 

BEDARD , 1938). 
This type of treatment was also used in Sweden about ten years ago and many 

experiments had been tried there to obtain satisfactory results for the control of noxious 

insects attacking green trees , especially Ips tYlりogγaphus. Successive tests from 1949 to 

1951 showed that the trunk application method using zinc fiuosilicate was one of the 

best. It was reported that this method was economical as well as effective and practical 

(LEKANDER , 1952). 
To date , various kinds of control methods have been tried to check infestations of 

bark beetles , but none of them have brought satisfactory results in our country. Neverｭ

theless , the protection of standing trees became a very important and urgent problem 

after the severe storm of May 10 and typhoon No. 15 of September 26, 1954 which 

caused so much damage to the coniferous forest of Hokkaido. The windthrown area 

ran to 524 ,500 acres , and windthrown timb巴r amounted to about 5 ,887 ,000 ,000 board 

feet. 

The method as used in Sweden of control by trap trees was tested in the stormｭ

swept areas of the national forest of Hokkaido to determine whether it would be appliｭ

cable in our country. 

Methods: The-t巴chniqu巴 of injecting zinc 臼.uos i1i cate into the sap stream of trees 

is as follows: 

(1) Two parallel cuts approximately 5-10 centimeters apart ar巴 made complet巴ly

around the tr巴e ， as nearly horizontal as possible , and about 0.5 meters above the ground 
(Fig. 1) , (2) after th巴 band of bark has been removed , a paste of the chemical is apｭ

plied to the wood surface (Fig. 2) , (3) and 自nally the treated area is covered with a 

black vinyl band (Fig. 3). 

After application , absorption of the chemical was tested by a reagent composed of 

zirconillm nitrate and sodium alizarinsulfonate. But as it was difficult to determine the 

height the chemical had gone up , all except a few of the trees treated were felled about 

one week after treatment. 

The nllmber of trees treated , date , tree species , width of bark removed , dosage of 
the chemical etc. are shown in Table 1. 

Results: The effects of the poison were determined in the autumn when the bark 

beet1es or their developing broods were abllndant in th巴 infested trees. But since the 

trees treat巴d in September and October at Kagura were not attacked that year , they 
were observed in autumn of the following year. 

The method of observation is shown in Fig. 6. The bark around the trunk was 

peeled off in lengths of 1.0 meter at 2.0 meters intervals after bark beetle galleries 

were completed. Then , the developmental stage of the broods , mortality of the beet1es 
etc. were observed or counted. 

In Tables 2-4 , Tables 5-7 and Table 8 are shown the results of the tests respecｭ

tively against Ips typogralりhus L. f. japanicus NIIJIMA which is a dominant species of 

the bark beetles attacking Ezo spruce (Picea jezoensis) , against PolygraPhus pγoximus 
BLANDFORD attacking Todo-fir (Abies sachalinensis) , and against bark beet1es attacking 
branches of these tree species. In th巴 column “ construction of galleries" ,“ incompleted" 
signifies that the beet1es excavated only the nuptial chambers or a part of the egg 

galleries , and even if eggs were deposited , the broods died during the course of their 
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d巴velopment; consequently th巴 beetles did not multiply at aI1 under the bark; “ com
pleted" signi自巴s that the beet1es 巴xcavated part or alI of their egg galIeries and their 

broods completed their development , more or less. 
During examinations, however , it was observed that many beetles 1巴 ft their entranc巴

holes after boring into th巴 bark of treated trees. Whether these beetles died or attacked 

other trees was studied by methods shown in Figs. 4, 5. Results are shown in Table 9. 

Discussion: 1n the field tests it was impossible to obtain the same conditions for 

al1 tress treated , although the tests were carried out under the same conditions as 

nearly as possible. 

The writers therefore can not make a strict comparison of individual effectiveness. 

They can only indicate tendencies from th巴 results of these tests. They are summarized 

as follows: 

(1) Absorption of the chemical took place during every month tested (May-October) , 
and cons巴quent1y results for each month di任ered slightly. Mor巴over the trees trea ted 

in autumn when the adult emergence was over , also ch巴cked the multiplica tion of the 

beetles the next spring (Tables 1~7 especial1y see Fig. 11). From these results , it 
S巴巴ms that the chemical can be applied successful1y at any time of the year except 

during winter. 

(2) All treatments did not prevent the development of the broods. In general , good 
results occurred when small trees below 25 centimeter in diameter at breast height were 

treated regardless of whether 5 to 10 centimeters of bark was removed and whether 

50 to 100 grams of the chemical was applied; whi1e on the large trees , over 25 centiｭ
meters , som巴 be巴tles multiplied successfu lIy , especial1y on the upper part of the trunk 

(Tables 10, 11). 
The reason for this was not always due to lack of the chemical , because control 

was not e百ective on some smal1 trees , and an increas巴 in the dosage of the chemical 

and the width of bark removed did not always produce satisfactory results (Tables 4, 
7). 

The writers consider that th巴 physiological activity of the tree and other factors 

such as the sunlight (see Fig. 12) or site condition also in日uenced the 巴任ectiveness of 

the chemica1. 

(3) Results for standing trees did not differ from fel1ed trees although the number 

of beetles attracted , as estimated from entrance holes and ga I1eries , was less in the 

former than in th巴 latter (Tables 4, 7). 
Under certain circumstances , ther巴fore ， the standing tree may be effectively used 

as a trap without cutting. 

(4) Control of bark beetles attacking branches of the tree was only observed , when 
good results were obtained against beetles attacking the trunk (Tabl巴 8).

(5) Mortality of the beetles under the bark of the trees treated was very Iittle wh巴n

the number of entrance holes is considered. As seen in Table 9, however , it was prov巴d

that the beetles, even though they escaped from the treated trees, would die without 

attacking other trees. 

]udging from the results mentioned above , th.e writers consider that this control 

method is excel1ent for the following reasons: (1) ease in handling, (2) long persistence 
of the chemical , (3) practicability of use without fel1ing at any time except during 

winter. There is how巴ver the weak point that the e妊巴ctivness of the chemical is 

affected by the physiological activity of the tree. 
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